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生き物バンザイ！！
知和ウエットランドってどんなところ？

野鳥や湿地の自然をたっぷりと観察できるのか、

吉舎町安田地区の知和にある「知和ウェットラン

ド」です。

ここでは鳥・昆虫・植物・魚・両生類・は虫
類と、たくさんの生き物と出会えます。

管理棟には、若水博士と山口さんがおられます。

観察をしたり、生き物の話をお聞きするのも楽

しいですよ。

また、地域の有志で結成した「ウェットランド

団」は「ウェットランド笑湖（エコ）楽校」と称

し、「水生生物観察会」、「鳥の巣箱づくり」、

「冬鳥観察会」などを開催されています。

年間を通じて環境学習や体験活動ができます

ので、ぜひ訪れてみてください。　（溝上洋）
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態
勢
驚
毒
薬
護
鮭

轟
薬
膳
馨
撥
葱
等
鵬
繋
覇

安
田
の
紙
用
さ
ん
が
、
美
し
い

オ
シ
ド
リ
の
写
真
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

か
な
り
遠
く
か
ら
で
も
、
カ
メ

ラ
を
構
え
る
と
、
す
ぐ
に
逃
げ
て

し
ま
う
鳥
な
の
で
、
貴
重
な
作
品

です。他
の
作
品
と
い
っ
し
ょ
に
、
管

理
棟
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。
知
和
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
灰

塚
ダ
ム
の
貯
水
池
内
に
つ
く
ら
れ

た
宏
大
な
人
工
湿
地
で
す
。
∴
）

洪
水
調
節
に
そ
な
え
て
、
普
段

は
水
に
つ
か
ら
な
い
上
流
区
域
に

あ
え
て
浅
く
水
を
は
る
こ
と
に
よ

り
、
ト
ン
ボ
や
メ
ダ
カ
な
ど
の
快

適
な
す
み
か
が
で
き
ま
し
た
。

冬
は
、
た
く
さ
ん
の
カ
モ
類
が

渡
っ
て
き
ま
す
。

管
理
棟
に
は
、
湿
地
を
な
が
め

る
た
め
の
大
き
な
観
察
窓
が
あ
り

ま
す
。
オ
シ
ド
リ
が
近
く
に
や
っ

て
来
る
こ
と
は
稀
で
す
が
、
他
の

カ
モ
類
な
ら
、
た
い
て
い
窓
か
ら

見
え
る
範
囲
で
、
の
ん
び
り
食
事

を
し
て
い
て
、
備
え
つ
け
の
双
眼

鏡
や
望
遠
鏡
で
観
察
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
（
岩
水
　
正
志
）

◎
知
和
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
管
理
棟

開
　
館
　
9
時
～
1
7
時
ま
で

（
木
曜
休
館
）

お
問
合
せ
　
℡
4
3
－
2
3
2
4
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圏
自
主
防
災
組
織
の

勉
強
会
を
行
い
ま
し
た

吉
舎
自
治
振
興
会
で
は
1
2
月

2
0
日
　
（
木
）
　
に
吉
舎
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
　
「
な
る
ほ
ど
！

出
前
講
座
」
　
の
　
「
自
主
防
災
組
織

の
勉
強
会
」
　
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
は
1
5
人
で
、
三

次
市
危
機
管
理
課
と
吉
舎
支
所
か

ら
講
師
を
招
き
、
組
織
に
つ
い
て

の
お
話
し
や
、
D
V
D
に
よ
る
地

震
に
備
え
た
対
策
、
ま
た
地
震
後

の
対
応
で
体
験
映
像
で
の
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
「
広
域
的
災
害
」
　
の

時
は
、
同
時
に
被
害
箇
所
が
多
発

す
る
た
め
、
救
助
が
機
能
し
な
い

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
、

「
自
助
」
　
（
自
分
・
家
族
を
守

る
）
、
次
に
　
「
共
助
」
　
（
近
所
・

地
域
の
人
と
連
携
し
て
避
難
誘
導

等
、
安
全
確
保
の
行
動
を
と
る
）

と
い
っ
た
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

熱
心
に
映
像
に

入
る
参
加
者

3
日
間
程
度
の
食
糧
確
保
も
必

要
で
あ
り
、
避
難
場
所
は
災
害
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
お
話
を
聞
い
て
、
で
き

る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。（

佐
伯
啓
子
）

菓
子
と
も
た
ち
と
雪
見
お
茶
会

菓
子
茶
事
で
作
法
を
学
ぶ

1
月
2
7
日
　
（
日
）
　
朝
日
時
よ

り
吉
舎
徳
市
自
治
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
徳
市
恒
例
の
新
年
お
茶
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

雪
の
降
る
寒
い
日
で
し
た
が
、

元
気
な
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん

3
0
名
あ
ま
り
の
参
加
者
で
、
今

回
は
新
し
く
　
「
菓
子
茶
事
」
　
の
形

式
を
取
り
入
れ
て
の
お
茶
会
と
な

り
、
み
な
さ
ん
慎
重
に
挑
戦
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

ぜ
ん
ざ
い
と
お
漬
物
で
お
椀
の

持
ち
方
、
お
箸
の
扱
い
方
な
ど
の

作
法
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
、
き
ち
ん
と
正

座
し
、
お
点
前
を
拝
見
し
、
手
作

り
の
お
饅
頭
と
お
抹
茶
を
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。

お
茶
会
を
通
し
て
日
本
文
化
の

良
さ
を
知
り
、
作
法
を
学
ぶ
こ

と
、
今
年
で
1
1
回
目
に
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
（
中
倉
政
子
）

し
い
た
肘
栽
培
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
勅
？

毎
年
恒
例
の
「
し
い
た
け
ほ
だ
木
づ
く

り
」
を
構
い
こ
い
の
森
で
開
催
し
ま
す
。

ほ
だ
木
5
本
に
菌
打
ち
を
行
い
、
お
持

ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。
菌
を
打
つ
た
め

の
道
具
は
、
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
作
業

が
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
日
　
時
　
3
月
1
7
日
（
日
）

1
0
時
～
1
2
時
（
予
定
）

・
場
　
所
　
構
　
い
こ
い
の
森

・
材
料
費
　
2
6
0
0
円

・
申
込
先
　
八
幡
自
治
振
興
会

℡
4
3
i
2
5
6
6

今
回
取
り
入
れ
た

「
菓
子
茶
事
」
の
形
式

題
囲
碁
大
会吉

舎
チ
ー
ム
優
勝
－
・

1
月
2
7
日
　
（
日
）
、
甲
奴
町

で
開
催
さ
れ
た
　
「
第
4
2
回
春
季

囲
碁
大
会
．
m
甲
奴
」
　
に
、
吉
舎

チ
ー
ム
　
（
松
山
秀
夫
さ
ん
、
升

田
芳
樹
さ
ん
、
金
友
　
勝
さ
ん
）

が
出
場
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
中
、
見

事
優
勝
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

（
藤
村
恵
子
）

回
町
内
各
地
で
「
と
ん
と
」

新
春
の
伝
統
行
事
で
あ
る
　
「
と

ん
ど
祭
り
」
　
が
吉
舎
町
内
の
各
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

丸
田
地
区
と
ん
ど
祭
り

丸
田
地
区
で
は
、
1
月
1
3
日

（
日
）
　
毎
年
恒
例
の
と
ん
ど
祭
り

を
行
い
ま
し
た
。

午
前
8
時
か
ら
、
丸
田
国
丸
神

社
前
の
土
手
で
昭
和
会
の
み
な
さ

ん
に
よ
り
、
約
1
時
間
か
け
て
準

備
し
ま
し
た
。

正
月
の
松
飾
、
し
め
な
わ
、
書

き
初
め
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
焼

き
、
そ
の
火
で
餅
を
焼
い
て
食

べ
、
今
年
1
年
の
健
康
と
幸
福
を

ま
た
、
へ
一
“
滴
の
豚
汁
を
食
べ
た

り、

お
神
酒
を
い
た
だ
い
た
り
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
（
和
田
裕
恭
）
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見出しと写真で記事の中身が伝えられる？

対　績∴∴おかちゃん一都としよIi 

とってもわくわく否、ショータイム！！ 

主役ば‘勧／” 

本の弼売会狛あり吉日んヨ／） 

参加無料　　　※寒さ対策をお忘れなく！！ 

主催：吉舎お話の会「りんく」 
共催：吉舎町自治振興連合会 

後援：三次市立吉舎図書館 
お問合せ：吉舎図書館（℡43－4513） 
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菓
今
年
の
恵
方
は
「
南
南
東
」
－
“

イ
ワ
シ
も
食
べ
て
「
鬼
退
治
」
！

2
月
3
日
　
（
日
）
　
の
節
分
の
日

に
敷
地
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と

自
治
振
興
会
で
高
齢
者
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

女
性
部
が
巻
き
寿
司
を
、
社

協
、
生
活
福
祉
部
の
男
性
が
イ
ワ

シ
を
焼
き
ま
し
た
。

「
今
年
の
恵
方
「
南
南
東
」
　
に
向

か
っ
て
笑
顔
で
食
べ
て
く
だ
さ
い

ね
！
新
鮮
な
イ
ワ
シ
も
食
べ
て
、

鬼
を
寄
せ
つ
け
な
い
元
気
な
体
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
I
L
　
と
、
手

紙
も
添
え
て
役
員
の
方
が
配
ら
れ

ま
し
た
。

高
齢
者
の
方
は
　
「
毎
年
、
心
の

こ
も
っ
た
節
分
料
理
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
。
元
気
に
な
り
ま

す
。
」
　
と
大
変
に
喜
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。
　
　
（
大
上
　
清
隆
）

獲
さ
わ
や
か
－
。
日
影
館
野
球
部

日
彰
館
高
校
野
球
部
が
、
日
頃

の
活
動
を
評
価
さ
れ
、
広
島
県
高

等
学
校
野
球
連
盟
よ
り
　
「
さ
わ
や

か
賞
」
　
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
健
全
で
、
は
つ
ら

つ
と
し
た
、
さ
わ
や
か
な
野
球
に

打
ち
込
む
学
校
に
贈
ら
れ
る
も
の

です。ル
ー
ル
に
則
っ
た
プ
レ
ー
と
攻

守
交
代
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
常
に
全

力
で
走
る
な
ど
、
フ
ェ
ア
で
き
び

き
び
と
し
た
野
球
を
行
い
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
以
外
で
も
、
あ
い
さ
つ
や

服
装
な
ど
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
た

行
動
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
が
選
考
の
理
由
で
す
。

馬
洗
川
沿
い
を
散
歩
さ
れ
る
方

か
ら
も
、
　
「
大
き
な
声
で
あ
い
さ

つ
を
し
て
く
れ
る
の
で
、
気
持
ち

が
い
い
。
」
　
と
い
っ
た
声
を
、
た

く
さ
ん
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
i
盲
目
彰
館
高
校
野
球

部
を
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

村
恵
子
）

ー
話
の
分
別
に

悩
ん
で
覆
ら
れ
ま
せ
た
加
？

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
で

は
、
　
「
三
次
市
E
 
C
 
O
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」
　
の
取
り
組
み
で
環

境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
　
「
ご
み

の
分
別
学
習
会
」
　
「
不
法
投
棄
パ

ト
ロ
ー
ル
」
　
「
て
ん
ぷ
ら
油
の
回

収
」
　
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
集
会
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
、
そ
の
他
4
～
5
名
の
個
別
団

体
の
集
会
で
　
「
ご
み
の
分
別
学
習

会
」
　
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ

◆
事
務
局
‥

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会

℡

4

3

－

7

2

7

2

（
吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

プ
ロ
か
ら
教
わ
る
広
報
誌
づ
く
り

目
か
ら
う
ろ
こ
同
‥
の
研
修
会

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
で
は

1
月
2
3
日
　
（
水
）
、
吉
舎
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「
広
報

誌
の
紙
面
づ
く
り
」
　
と
超
し
て
、

事
務
局
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
中
国
新
聞
社
よ

り
、
「
教
育
と
新
聞
推
進
担
当

部
」
　
の
部
長
で
あ
る
亀
川
和
典
様

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

レ
イ
ア
ウ
ト
・
見
出
し
・
文
章

の
3
点
に
つ
い
て
、
新
聞
や
、
こ

れ
ま
で
の
　
「
ま
る
ご
と
き
ん
さ

い
」
　
の
記
事
を
使
っ
て
、
実
践
を

交
え
て
学
習
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
短
く
、
読

み
や
す
い
文
章
を
書
く
よ
う
に
心

が
け
た
い
」
、
「
見
出
し
を
つ
け

る
時
は
、
ニ
ュ
ー
ス
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
…
」
　
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
を
踏
ま
え
、
こ
れ

か
ら
益
々
み
な
さ
ま
に
楽
し
ん
で

読
ん
で
い
た
だ
け
る
　
「
ま
る
ご
と

き
ん
さ
い
」
　
と
な
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
松
田
正
美
）



こんにちは吉舎図書館です

ばくばくオ二のできあがり

お問合せ先：吉舎図書館（℡43－4513）

2月の新着図書案内（12月21日～1月20日受入分）

【一般書】

苫米地　英人／著（時事評論）

浜　矩子／著（国際経済）

竹村　政審／著（化　学）

有元　葉子／著（料　理）

松本ぶりっつ／著（子育て）

加藤　朋子／著（写真集）

あへ　美佳子／著（小　説）

荻原　規子／著（小　説）

大沼　紀子／著（小　説）

金沢　伸明／著（小　説）など17冊

鈴木　のりたけ／作（からだ）

シュガー　佐藤／漫画（でんき）

末吉　暁子／作（よみもの）

なかがわひろたか／作（よみもの）

岡田　千晶／著（えほん）

かとう　まふみ／著（えほん）

真珠　まりこ／作・絵（えぽん）

日本買収計画

新・国富論

マンガでわかる生化学

もっとたっぷり！やさい流

うちの3姉妹　増刊雪

子ども大好き

雪まんま

RDG　6

真夜中のパン屋さん　3

王様ゲーム　滅亡6．08

【児童書】

おしりをしりたい

石ノ森章太郎

がんこちやんはアイドル

おとのさまのじてんしや

もうすぐもうすぐ

しゃもじいさん

まゆげちゃん

どうぶつえんのおふろやさん　とよた　かずひこ／さく（えはん）
’＼Iッキのたんじょうび　ヒド・フアン・ヘネヒテン／さく・え（えぽん）

クらしへちょうじゃ　　　　　　西村　敏雄／絵（えぽん）　など13冊

※貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。

今月のひとこと
「苦しみや悲しみや絶望や不安の中にあって、その中からいろいろな『気付き』を拾い集めながら、けっしてあきらめなかっ

た父さん。そしてこの家に帰ってきた、父さんの笑顔。あの日、病院の窓から見た冬の夕日のようにしずんだぼくの中の父さん
が、冬をこえ、またのぼった。でもそれは、前のような、まぶしくかがやく夏の太陽じゃなかった。父さんがそこにいるだけで、ま
わりの人の心が温かくなる。そう、それはまるで、春のお日さまのようだった。」

「ライジング父さん」くすのき　しげのり／作　より
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∵
∴
∴
「
∴

の
　
だ
－
い
す
き

鈴
木
三
重
吉
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
！

第
6
5
回
鈴
木
三
重
言
質
（
中

国
新
聞
社
主
催
）
　
の
入
賞
・
入
選

者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

八
幡
小
学
校
か
ら
3
年
生
　
音

野
　
伸
貴
君
が
作
文
の
部
　
「
ぼ
く

の
家
の
ヘ
ビ
」
　
で
応
募
総
数
1
7

1
4
点
の
中
か
ら
特
選
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

素
直
で
豊
か
な
感
性
・
表
現
力

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。（

文
責
‥
大
田
）

鈴
木
三
重
吉
賞
に
は
、
町
内
か

ら
、
た
く
さ
ん
の
児
童
・
生
徒
が

入
賞
し
ま
し
た
。

吉
舎
町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
才
能
が
認
め
ら
れ
る
事
は
大

変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
松
田
　
正
美
）

作
文
の
部

特
選
　
音
野
伸
貴
く
ん

（
八
幡
小
3
）

佳
作
　
橋
詰
玲
奈
さ
ん

（
安
田
小
3
）

佳
作
　
雲
井
絢
子
さ
ん

（
安
田
小
6
）

佳
作
　
間
　
優
花
さ
ん

（
八
幡
小
5
）

詩
の
部

†
妃
は
山
形

南
は
宮
崎
か
ち
～

吉
舎
町
・
田
尻
の
前
田
博
明
さ

ん
宅
で
は
、
1
1
県
か
ら
集
め
た

伝
統
の
土
雛
を
飾
っ
て
お
ら
れ
ま

す。
期
間
は
2
月
2
0
日
頃
か
ら
4

月
4
日
ま
で
櫨
　
ご
自
宅
に
飾
ら
れ

て
、
今
年
で
7
～
8
年
に
な
ら
れ

ま
す
。土

雛
に
魅
せ
ら
れ
て
、
全
国
か

ら
珍
し
い
も
の
を
集
め
ら
れ
た
そ

う
で
す
Q

緋
毛
藍
の
上
に
、
素
朴
な
内
裏

雛
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
お
姿
。

興
味
の
あ
る
方
は
事
前
に
連
絡

を
入
れ
、
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

（
松
田
　
正
美
）

連
絡
先
℡

0

9

0

－

4

6

9

6

－

9

7

6

7

（前田）

常
久
　
奈
薬
子
さ
ん

（
八
幡
小
2
）

梶
田
　
恵
名
さ
ん

（
吉
舎
中
1
）

今
井
　
和
希
さ
ん

（
吉
舎
中
Q
　
）

吉
舎
町
ご
当
地

ク
イ
ズ
の
答
え
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藷禽蒐面隊閏勃式開催
1月6日（日）、三次市消防団出初式が十日市河川

敷で開催され、その後、三次市吉舎支所前で、吉舎
方面隊の出動式が開催されました。
恒例となった親水公園での一斉放水には、たくさ

んの町民のみなさんにお越しいただき、見事な虹も
架かりました。

．l、 �� � � � �．・：￥’““ 

∴∴ � � � � ����印書簿細田駆 
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三
次
市
吉
舎
支

疑

団

讃

約

諾

悶

類

規

遡

刺

想

靭

潤

滑

劇

翻

捌

測

潮

捌

測

潮

田

圏

鍋

超

勤

劇

総
合
調
整
係
　
℡
4
3
－
3
1
1
1

地
域
づ
く
り
係
℡
4
3
，
3
宣
1
2

菓
日
影
館
高
校

新
喜
百
人
一
首
＆
茶
会

第
7
回
新
春
百
人
一
首
大
会
が

1
月
1
9
日
（
土
）
日
彰
館
高
校
に

お
い
て
中
学
生
・
中
高
混
成
・
高

校
生
の
チ
ー
ム
1
3
組
の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

静
粛
の
中
、
上
の
句
が
読
ま
れ

る
と
会
場
に
緊
張
が
走
り
ま
す
。

寒
い
朝
の
ひ
と
時
で
し
た
が
、

熱
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

優
勝
は
町
内
在
住
の
中
高
生
姉

妹
の
　
「
M
＞
R
N
＊
Ⅳ
・
I
L
　
で
し

た。
「
お
姉
さ
ん
は
受
験
で
参
加
で
き

な
い
の
だ
が
、
2
人
は
来
年
も
参

加
し
、
連
覇
を
狙
い
ま
す
。
」
　
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
移
し
、
新
春

お
茶
会
が
あ
り
、
く
つ
ろ
ぎ
な
が

ら
美
味
し
い
お
茶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
　
　
（
地
域
づ
く
り
係
）

易
町
内
剣
道
大
会
開
催

1
月
1
3
日
　
（
日
）
、
吉
舎
B

＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
町

内
剣
道
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
初
稽
古
会
と
し
て

子
ど
も
た
ち
と
指
導
者
1
0
名
の

総
勢
3
9
人
で
稽
古
を
し
ま
し

た。

稽
古
の
中
に
は
、
紅
白
に
分
か

れ
て
面
に
風
船
を
着
け
て
風
船
割

り
を
す
る
な
ど
、
罰
ゲ
ー
ム
を
か

け
た
戦
い
を
取
り
入
れ
た
り
し
な

が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。

お
昼
は
、
鏡
餅
を
焼
い
て
も
ら

い
保
護
者
に
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た

力
う
ど
ん
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
の
剣
道
大
会
で
は
、
昨
年

か
ら
剣
道
を
始
め
た
初
心
者
の

部
・
小
学
生
・
中
学
生
の
部
、
中

学
3
年
生
を
含
め
た
高
校
生
の
各

部
門
の
個
人
戦
と
紅
白
に
分
か
れ

た
団
体
戦
を
行
い
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

寒
い
中
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
保
護
者
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
体
協
吉
舎
支
部
剣
道
部
）

個
人
戦
結
果

【
初
心
者
の
部
】

優
　
勝
　
瀧
口

準
優
勝
　
白
附

3
位
　
　
竹
田

3
位
　
　
竹
田

【
小
学
生
の
部
】

優
　
勝
　
今
井

準
優
勝
　
白
附

3
　
位
　
今
井

3

　

位

　

野

田

【
中
学
生
の
部
】

優

　

勝

　

宗

藤

準
優
勝
　
藤
井

3

　

位

　

東

3

　

位

　

定

本

【
高
校
生
の
部
】

優
　
勝
　
原
田

準
優
勝
　
宗
藤

3
　
位
　
藤
井

3

　

位

　

今

井

団
体
戦
結
果

優

　

勝

　

白

組

康
太
　
（
安
田
）

ほ
の
か
　
（
安
田
）

健
太
　
（
安
田
）

翔
大
　
（
吉
舎
）

洗
大

志
帆

春
那ジ

ユ
ニ
フ
ァ
ー

真
理
子

洗
太

志
帆

和
希

6
勝
3
敗
4
分
け

園
吉
舎
徳
市
自
治
交
流
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
を
行
い
ま
す

平
成
2
4
年
3
月
未
で
閉
校
と

な
っ
た
八
幡
小
学
校
徳
市
分
校

は
、
4
月
か
ら
吉
舎
徳
市
自
治
交

流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
徳
市
自
治

振
興
会
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま

す。
地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
、
よ
り

使
い
や
す
い
施
設
に
す
る
た
め
、

主
に
ト
イ
レ
、
調
理
室
、
事
務
室

の
改
修
を
行
い
ま
す
。

（
地
域
づ
く
り
係
）



起語亜I匿重囲雪国醜墜 

吉舎の介藷予防ラジオ体操 
2月25、日＿（月）～1か月間 

夕方6時55分から 
出演：やどりサロン直売所きき・元気市 　ブラザークju－＼イビスカス 

ナビゲーター：山西啓子さん 

ー「あっちこっち三次」では2月19日（火） 　の夕方5時30分から放送予定です。 

翁驚選怒選鮭鱒鶉鰹鰐繊湊発雷㊥

三次市ヘルスアップ健康教室『「気づいたらウエストー2cm！？」
のコツ教えます！』が、1月7日から14人の参加でスタートしま
した。
メタポリツクシンドロームについての講義、運動実技、調理実

習、栄養・歯科講義を通して、健康づくりについて学んでいま
す。

「無理をしないで、できる範囲で♪」を合言葉に、「5年後10
年後も元気でいたいなあ～。こんなことしたいなあ。」と夢をふ
くらませながら、自分の生活習慣を見直して元気なカラタをつ
くっていこうと取り組んでいます。
参加者のみなさんは、3月の最終回までの2か月間で「体重

2kg滅」「ウエスト2cm減」「ウオーキングをする」「腹八分目
にする」「塩分をひかえる」「野菜を多く食べる」「ストレッチ
をする」「お酒の量を減らす」など　それぞれに目標を設定され
ています。
体重や血圧を記録に残し、ウオーキングに取り組んだり、日常

生活の中で意識して動くようになったり、食事内容を見直したり
と、これまでの習慣に〟ちょっと〟の変化が生まれています。

このIlちょっと〟の取り組みが、きっとうれしい効果をもたらし

てくれるはず！
みなさんも、冬でもトレーニングマシンやストレッチ、ウオー

キングなどいかがですか？「時間がない」という方は、こまめに
体を動かして日常生活の活動量を増やすことから始め誌解し

7　まることさんきいhb47

支所フロアギャラリー

今月の展示（2月15日まで）
竃安田写真クラブの写真
患敷地保育所の子どもたちの作品

営口寡作晶募集田口圏 
テーマは＼「春・花便り」 

4月展示（3月21日～4月15＼日）の 

作品を募集します。 
作品をお貸しいただける方は2月末 

までにご連絡ください。 

お申し込みは、℡　43－31日まで。 

税申告にむけて④

幹町内で舶蹴伽告臓の即
S申告相談期間

平成25年2月18日（月）から

平成25年3月15日（金）まで

（土日はのぞく）

S申告受付時間
〃午前（9時から11時30分まで）

・午後（13時から16時まで）

○会場および対象地区

広報みよし1月号で配布の

日程表をご確認ください。
申告に添付する資料や必要な書類を事

前にご確認のうえ、資料と印鑑をもって
お越しください。

※住宅関連の税額控除に係わる控除1年
目の確定申告や青色申告については、三

次税務署に申告いただくようお願いしま
す。　　お問合せ：吉舎支所総合調整係

（℡43－3111）

易
み
ん
な
お
い
で
～
！

な
か
よ
し
広
場
の
ご
案
内

お
家
に
お
ら
れ
る
子
ど
も
さ
ん

と
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
出
前
広
場
を

開
催
し
ま
す
。

出
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
る
寒

い
と
き
で
す
が
、
出
て
く
る
と
い

い
こ
と
い
っ
ぱ
い
同
一

広
い
と
こ
ろ
で
、
の
び
の
び
遊

び
を
楽
し
も
う
♪

と
き
　
内
容

・
2
月
2
6
日
（
火
）

1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

「
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」

・
3
月
1
2
日
（
火
）

日
時
3
0
分
～
日
時
3
0
分

「
お
お
き
く
な
っ
た
か
な
」

と
こ
ろ吉

舎
保
健
セ
ン
タ
ー
　
和
室

お
問
い
合
わ
せ

三
良
坂
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
み
つ
ば
ち
」

℡

　

4

4

i

2

1

3

6

寒
害
色
回
転
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
！

青
少
年
育
成
吉
舎
町
民
会
議
で

は
、
週
1
回
　
（
木
曜
日
）
　
に
、
青

色
回
転
灯
を
装
備
し
た
車
で
、
町

内
を
巡
回
し
、
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

「
青
色
回
転
防
犯
灯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
運
転
資
格
者
講
習
会
」
　
の
受
講

が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
一

緒
に
青
パ
ト
活
動
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
？

▼
講
習
会

日

　

時

2
月
2
1
日
　
（
木
）
　
1
9
時
か
ら

（
1
時
間
半
程
度
）

会

　

場吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

持
参
物運

転
免
許
証
の
写
し

※
す
で
に
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い

る
方
　
（
平
成
2
3
年
2
月
受
講
者
）

は
、
「
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
証
」

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
・
お
問
合
せ

青
少
年
育
成
吉
舎
町
民
会
議

事
務
局
　
（
奥
田
）

℡
4
3
・
7
7
3
0

環
境
部
　
（
免
田
）

℡
4
3
・
2
1
7
7

地
域
づ
く
り
係
　
（
東
）

℡
4
3
・
3
1
1
2



鰹顧義範邁鑑識離熟議璃弼鍾教護乳
食溺愛緩鰹願蘭遜韓国彊部課弱謹書緑藻守㊨曇憲恩義譲圏隷聾薙ぎ擁稼、
三次市では「長生きをする」（平均寿命）だけではなく、寝たぎりや認知症にならない状態で自立して生活できる期間、

の窓口や三次市ホームページでご覧いただけます。

韓璃繭爺蓬鰹願翳籠底轟頴娃≡濃轟の醜轍雷蔵鍾籠離
86，9」歳

83．53歳

88．12歳

84．72歳

広島県　女性　平均寿命

広島県　女性　健康寿命

三次市　女性　平均寿命

三次市　女性　健康寿命

』聖些嬰聖堂豊艶聖型

79．90歳

78．38歳

79．37歳

広島県　男性　平均寿命

広島県　男性　健康寿命

三次市　男性　平均寿命

三次市　男性　健康寿命

※健康な状態を日常生活動作が自立していることと規定し、要介護度の2～5を不健康（要介護）な状態とし、それ以外漂

認諾諜弊誌保険の情報から「日常生活動作が自立して。る期間の平均」を算定して。ます。　鷲
【出典‥健康寿命の算定方法の指針】ri

翠草案2 �まること日程 ���古書顕聖堕垣容　こ　　　　e � �二　＿－ �青一 十千 �二∴音： �∴∴∵∴　　∴一・ �一一題■ 二．．ヽ一一 

2月17日（ �日） � � �高齢者給食サービス ����八幡地区 

2月23日（ �土）1 �0：00 � �敷地再発見！文化財めぐり「大楽寺」 ����大楽寺駐車所集合 

2月24日（ �日）1 �0：30 � �わくわくたまごのbookshow！？ ����吉舎生涯学習センター 

2月28日（ �木）1 �3：30 � �吉舎地区高齢者の集い ����吉舎コミュニティセンター 

3月　2日（ �土）1 �0：00 � �映画上映会「わが母の記」 ����吉舎生涯学習センター 

3月　3日（ �日）1 �0：00 � �安田地区防災訓練 ����安田全域 

3月　3日（ �日） �8：00 � �区内一斉清掃 ����敷地地区 

3月17日（ �日）1 �0：00 � �しいたけほだ木づくり ����檜　いこいの森 

発行“編集／『まるごときんさい』編集委員会　吉舎町自治振興連合会　三次市吉舎町吉舎718番地1電話・FAX：43－7272
三次市吉舎支所　　三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43‾3112FA）義認艶、肋7　8

菓
ア
一
ブ
イ
ク
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア

防
除
従
事
者
養
成
講
習
会

市
内
か
ら
完
全
排
除
と
農
作
物

及
び
生
態
系
に
係
る
被
害
防
止
の

た
め
、
防
除
従
事
者
養
成
を
目
的

と
し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
日
時
　
2
月
2
7
日
　
（
水
）1

3
時
3
0
分
～

・
会
場
　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー

・
講
師
　
阿
部
　
豪
さ
ん

［
兵
庫
県
立
大
学

自
然
・
環
境
科
学
研
究
所
］

（
受
講
対
象
者
）

㈲
狩
猟
免
許
を
有
し
な
い
被
害
農

家
等
で
市
の
防
除
従
事
者
台
帳
に

登
録
し
、
市
の
実
施
す
る
計
画
的

防
除
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者

㈲
狩
猟
免
許
を
有
す
る
者
で
、
市

の
実
施
す
る
計
画
的
防
除
へ
の
参

加
を
希
望
す
る
者

㈲
そ
の
他
市
が
必
要
と
認
め
た
者

（
講
習
会
の
内
容
）

㈲
特
定
外
来
生
物
防
除
の
関
係
法

令
の
基
礎
知
識
及
び
事
故
防
止
と

衛
生
管
理
　
　
　
（
1
時
間
程
度
）

㈲
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
の

生
態
と
被
害
　
（
1
時
間
程
度
）

㈲
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
の

防
除
方
法
　
　
　
（
1
時
間
程
度
）

（
修
了
証
の
交
付
）

出
席
者
全
員
に
修
了
証
の
交
付
有

（その他）

当
日
は
筆
記
用
具
・
印
鑑
を
持
参

（
申
込
み
）

事
前
の
申
込
み
が
必
要

■
申
込
先
　
農
政
課
農
林
振
興
係

ま
た
は
　
吉
舎
支
所

一

）

　

　

　

地

域

づ

く

り

係

2
月
1
9
日
　
（
火
）
・
3
月
5
日
　
（
火
）

場
所
・
時
間

〇
三
次
市
役
所
　
　
　
　
1
0
時
5
0
分
～

〇
三
次
市
三
良
坂
支
所
　
日
時
4
0
分
～

引
き
取
り
手
数
料

○
成
犬
〃
成
ね
こ
　
（
生
後
9
1
日
以
上
）

1
頭
　
（
匹
）
　
に
つ
き
　
2
0
0
0
円

○
仔
犬
〃
仔
ね
こ
　
（
生
後
9
1
日
未
満
）

1
頭
　
（
匹
）
　
に
つ
き
　
　
4
0
0
円

三
次
市
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
環
境
政
策
課

℡
6
2
－
6
1
3
6

2
ト
ン
章

［
く
み
取
り
日
］
　
　
3
月
4
日
　
（
月
）

4
ト
ン
車

［
く
み
取
り
日
］
毎
週
月
曜
日
〃
火
曜
日

申
込
先
　
　
　
　
　
　
（
祝
日
を
の
ぞ
く
）

毎
週
金
曜
日
午
後
3
時
ま
で
に

三
次
市
吉
舎
支
所
総
合
調
整
係

℡

4

3

1

3

1

1

1

毎
日
8
時
5
0
分
か
ら
盤
時
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。

場
所
　
吉
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
マ
シ
ン
巡
回
指
導
日
・
金
曜
日

9
時
5
0
分
か
ら
日
時
0
0
分
ま
で

◎
一
日
中
利
用
で
き
な
い
日
　
2
月
2
8
日

◎
開
館
時
は
、
市
役
所
吉
舎
支
所
の
宿

直
室
で
カ
ギ
を
受
取
り
ご
利
用
く
だ
さ

＼

　

〇

一
二
次
市
吉
舎
支
所
総
合
調
整
係

”

℡

4

3

－

3

1

1

1

、

　

／
－）


